
Outcome

（ＤＰＣ指標・厚労省提出指標）

指標 

在院日数 DPC 病院の在院日数（全国平均以内の割合）

2020年より定義変更あり 

DPCの各入院期間は、全DPC病院のデータをもとに決定されており、ここで設定されている期間が、現在のDPC病院の
標準と言うことになります。Ⅱ期間は全国の平均在院日数で設定されており、DPC病院の目指すべき指標となります。

・症例の限定は分科会定義に準じるが、完全に一致はしない。 
・マネジメントの指標値であって、計測値の解釈は個別に必要。 
・DPC対象の精神病棟への入院も除外している。 

2020年：回答施設 33 
2021年：回答施設 33 
分母となる退院症例数は2020年の119,911件に対し、2021年は114,435件となっており、5,476件、-4.56％減少という
結果であった。原因としては、covid-19による入院制限等があったと思われます。 
A）DPC病院の在院日数（全国平均在院日数以内の割合） 
2020年：回答病院 33 最小値 45.45 25％値 55.83 中央値 58.77 75％値 63.52 最大値 73.59 
2021年：回答病院 33 最小値 44.31 25％値 54.71 中央値 59.94 75％値 63.97 最大値 73.90 

入院期間Ⅱ以内の割合が増加した施設数は24件、減少した施設は9件でした。2020年と比べ入院期間Ⅱ以内の割合は

±2.5%以内の変動に留まっており、四分位範囲も大きな変化は見らないよう思われますが、t-検定の結果では有意差

P=>0.08、有意差ありとなっています。新型コロナ患者の受け入れに対応するため、2020年と比べてベッドの回転率

が早まった病院もあれば、ベッドコントロールが難しく、クラスターの発生で宿院の出勤出来る職員が少なく在院日

数が長くなってしまった所など、様々な要因があるため、コロナ後の考察が大変難しい状況となっています。 

・「共通分母」が「基礎数値」として「自院の大凡の特徴・到達」を示しており、「共通分母」を一つの指標〔月別の
特徴・到達を測るものさしの一つ〕としても活用しており、各指標測定値の「精度管理」の一環として以前実施して
いた「〔Ql以外の医療統計データの結果も加味した〕患者動向」の報告を2021年2月分から再開した。 

・必要データセット：DPC様式1 
・分子：入院期間ll以内の退院数 
・分母：退院症例数（DPC分析対象） 
・分子÷分母（単位：パーセント） 
分母の定義 
Ⅰ.解析期間に退院した症例を対象とする 
Ⅱ.このうち、分科会の分析対象データを参考に、以下の基準で除外を行う 
①在院日数1日以下（外泊日数含む）②外泊>=在院日数③年齢0歳未満120歳超④一般病棟以外の病棟との移動あり 
（DPC対象病棟となる入院料を算定していないもの）⑤24時間以内の死亡⑥移植手術あり⑦DPC該当せず⑧治験の実施
⑨生後7日以内の死亡 
分子の定義 
Ⅰ.分母のうち、入院期間ll以内の退院数 
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指標の意義 

指標の定義・算出方法 

測定上の限界・解釈上の注意 

考察 

改善・運用事例など 
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